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私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
学
校
の
د
付
ื

ू
に
ؔ
す
る
情
報
を

հ
す
る
「
私
立
学
校

د
付
金
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
ઃ
ஔ
し
て
い

ま
す
（
私
学
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私
立

学
校
د
付
金
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
〕）。

本
サ
イ
ト
は
、
私
立
学
校
が
特
৭
あ
る
教

育
ݚ
ڀ
に
取
り

Ή
た
め
に
さ
ま
͟
ま
な
د

付
の
支
援
を
ٻ
め
て
い
る
こ
と
を
ࣾ
ձ

発

৴
し
て
い
ま
す
。
ͥ
ͻ
、
د
付
ื
ू
׆
ಈ
の

一

と
し
て
本
サ
イ
ト
を
ご
׆
用
く
だ
さ
い
。

ܝ
ࡌ
方
๏

େ
学
か
ら
খ
学
校
を
ઃ
ஔ
す
る
学
校
法
人

は
、
本
事
業
団
の
電
子
૭
口
か
ら
掲
載
ґ
པ

が
可
能
で
す
。
電
子
૭
口
の
電
子
フ
Ỹ
イ
ル

一
覧
（
د
付
金
՝
▼
私
立
学
校
د
付
金
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
）
内
に
あ
る
フ
Ỹ
イ
ル
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
ޙ
２
Ỗ
̏
日
ఔ
度
で

掲
載
手
続
き
が

ྃ
し
ま
す
。

そ
の
ଞ
の
学
校
法
人
は
、
د
付
金
՝
ま
で

お

い
合
Θ
せ
く
だ
さ
い
。

留
意
事
項

本
サ
イ
ト
は
Ｇ
̾
̾
̶
̻
̴
カ
ε
タ
ム
検

ࡧ
の
ػ
能
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
掲
載
手

続
き

ྃ
ޙ
、
サ
イ
ト

の
表
示
に
時
ؒ
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
さ

れ
た
情
報
は
、
ߋ
৽
͞
れ
ͣ
に
̎
年
が
ܦ
ա

す
る
と
ࣗ
動
త
に

除
͞
れ
ま
す
Ố
す
で
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
学
校
法
人
に
つ
い
て
も
、

ద
ٓ
内
容
を
ݟ

し
、
改
め
て
掲
載
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。


い
合
Θ
せ
ઌ
（
私
学
ৼ
ڵ
事
業
本
部
）

助
成
部

寄
付
金
課

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
１
７
・
７
３
１
８

Ｅ
メ
ー
ル

kifukin@
shigaku.go.jp

ࢲ
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トップページ

所在地から学校を検索できます

付金ϙʔλϧαΠτدߍ立ֶࢲ⾣ϗʔϜϖʔδஂۀࣄֶࢲ

ɹIUUQT���LJGV�QPSUBM�TIJHBLV�HP�KQ

◆ すべての私立学校が無料で情報を掲載できます。
◆ 学校の特色、寄付金の使い道、学校所在地など、

寄付者の視点で情報を検索できます。
◆ 寄付先が決まっていない寄付者を自校のホーム

ページに誘導できます。
　 （検索エンジンで「学校 寄付」などで検索する

と本サイトは上位に表示されます）
　 例） 学校　寄付ポータル

学校ページ（イメージ）
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タ
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私
学

報
室

私
立
大
学
等
の
経
営
に
関
す
る
課
題
が
複

雑
化
す
る
中
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
や
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
る
う
え
で
、
職
員
が
果

た
す
役
割
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

私
学
事
業
団
で
は
経
営
支
援
の
一
環
と
し

て
、
将
来
の
学
校
経
営
を
担
う
学
校
法
人
の

若
手
職
員
を
対
象
と
し
た
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ

ミ
ナ
ー
を
、昨
年
度
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

η
ϛ
φ
ー
内
༰

本
η
ϛ
φ
ー
は
、
２
ധ
̏
日
の
合
॓
ܗ
式

に
よ
り
େ
学
等
の
現
状
や
学
校
法
人
ձ
ܭ
基

準
、
ࡒ
務
分
ੳ
等
に
つ
い
て
の
ղ
આ
や
ά

ル
ー
プ
ϫ
ー
ク
等
を
࣮
ࢪ
し
ま
す
。
こ
の
η

ϛ
φ
ー
શ
ମ
を
通
し
て
、
ࢀ
加
者
の
࣮
ફ
的

な
知
ࣝ
の
修
得
と
ॊ
ೈ
な
ࢥ
ߟ
力
の
養
成
を

目
ࢦ
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
ژ

と
ઋ

の
２
ձ
場

で
開
࠵
し
ま
す
。

ক
来
の
学
校
経
Ӧ
を
担
う
ए
手
職
員
育
成

の
一
ॿ
と
な
る
本
η
ϛ
φ
ー
を
、
ͥ
ͻ
ご
׆

用
く
だ
さ
い
。

◉
ࢀ
加
අ
（
॓
ധ
අ
等
を
ؚ
Ή
）

６
ສ
ԁ

◉
申
し
込
み
క
切
日

７
月
７
日
（
月
）

◉
申
し
込
み
方
๏

６
月
６
日
付
け
で
電
子

૭
口
に
て
、
େ
学
・
短
期
େ
学
・
ߴ
等
ઐ


学
校
法
人
に
申
込
ॻ
等
を
配
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ࢀ
加
ر


者
多

の
場
合
は
、
ご
ر

に
ఴ
え
な

い
場
合
も
ご
͟
い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
ྃ

ঝ
く
だ
さ
い
。


い
合
Θ
せ
ઌ
（
私
学
ৼ
ڵ
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
９
・
７
８
５
０

Ｅ
メ
ー
ル

center@
shigaku.go.jp

ྩ

̓



ࢲ
ֶ
ε
λ
ỽ
ϑ
η
ϛ
φ
ồ
の
։
࠵

私
学
ܦ
Ӧ

報
η
ン
タ
ー

私
学

報
室

年度のάルーϓϫーΫの༷子（ઋ会場）ࡢ

（会場ࡕେ）年度のάルーϓϫーΫの༷子ࡢ

（会場ࡕେ）年度のάルーϓൃදの༷子ࡢ

日࣌・場ॴ：①令和７年９月16日(火）～18日(木）　京都ガーデンパレス
　　　　　　②令和７年10月22日(水）～24日(金）　仙台ガーデンパレス
　　　　　　※２泊３日の合宿形式

ର：�大学・短期大学・高等専門学校職員のうち、令和７年４月１日時点
で33歳以下かつ学校法人での経験年数が３年以上の者

ఆ員：各会場24名（申し込みは各法人１名）

˻̍日˼
࣌ ؒ 内　容　等
13：00～ 開会
13：15～ 講演「私立大学等の現状について」
14：20～ 講演「学校法人会計基準」
15：20～ 講演「財務分析と経営計画」
16：25～ 講演  「大学職員の役割について（仮題）」

学校法人久留米大学　事務局長　江口　訓
のり

史
ふみ

氏
（19：30終了）

˻̎日˼
࣌ ؒ 内　容　等
８：30～ グループワークⅠ（ＳＷＯＴ分析）
12：50～ グループワークⅡ（中長期計画等の立案）
18：50～ グループワークⅢ（発表準備） （21：00終了）

˻̏日˼
࣌ ؒ 内　容　等
８：30～ グループ発表
11：50～ 修了証書授与・表彰・閉会 （12：30終了）
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ʻֶࢲใఏڙγεςϜ͝ར༻্ͷ͝ҙʼ
１ɽ私学情報提供γスςムのごར用には、情報ηΩϡϦςΟ確保の؍から、本事業団が発行するిࢠ認証（認証又は

私学情報提供γスςム用のࢠ認証）が必ཁとなります。
˞「学校法人基礎調ࠪථ̴ʵϚωージϟにより発行したࢠ認証」及び「学校法人ϙーλϧαΠトӾཡ用ࢠ認証」ではΞ

クηスできませΜのでご意ください。ৄࡉは「学校法人ϙーλϧαΠト」トοϓը໘の「お知らせ」に掲載してい
る「ిࢠ証明書のར用ݖ限」をごཡください。

２ɽిࢠ認証の取りѻいに当たっては、学校法人の৬務上必ཁな৬һのみのごར用をおئいいたします。また、業務֎
での用やݖ限を有さない৬һのごར用はできませΜ。

３ɽ私学情報提供γスςムで取ಘしたσーλは、学校法人とઃஔ学校のื集ܭը、༧算ฤ成、教学ܭըや経営ܭըのࡦ定
等の参考ࢿ料としてごར用ください。また取ಘしたσーλは、ઃஔ認Մの添付ࢿ料等にར用する場合をআき、ୈࡾ者
提供することはおஅりしています。

４ɽૢ࡞手ॱのৄࡉは、学校法人ϙーλϧαΠトに掲載している「私学
情報提供γスςム ϚχϡΞϧ」をごཡください。なお、ご不࡞ૢ
明な等はӈ記におい合Θせください。

い߹Θͤઌ（私学振興事業本部）
　私学経営情報センター　私学情報室
　　☎ 03（3230）7846 ～ 7848
　　Ｅメール　center@shigaku.go.jp

ʮֶࢲใఏڙγεςϜʯͰऔಘͰ͖Δσʔλͱ׆༻ํ๏

ɹ⁞ɹࣗ๏ਓɾֶࣗߍͷɺࡒɺڭһɾ৬һɺֶੜɾੜె等ͳͲͷσʔλΛग़ྗͰ͖·͢ɻ
ɹ ɹಓݝผɺֶ෦等ܥ౷ɺֶੜੜె等ʢ૯ݱһنɺ૯定һنʣͳͲΛநग़݅ͱͯ͠ɺ
ɹɹɹҎԼͷूܭσʔλʢ߹ࢉɺ̍๏ਓͨΓɺֶ̍ߍͨΓ等ʣΛग़ྗͰ͖·͢ɻ
ɹɹ⁞ͱ ͷσʔλΛൺֱ等͢Δ͜ͱͰɺࣗ๏ਓɾֶࣗߍͷঢ়گΛੳ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
　　　※　他の法人や他の学校の個別データを出力することはできません。
取得できるデータ（例）
ɹ�資金ऩࢉܭࢧॻɺਓ݅අࢧग़༁දɺ׆ۀࣄಈऩࢉܭࢧॻɺ貸आରরදɺֶੜੜె等ɺೲ付金ɺ
༩ʢେֶɺڅۉ৬һͷ年ྸผฏڭͷΈʣɺߍ等ઐֶߴ༩ʢେֶɺ短期େֶɾڅ৬һڭ৬һɺڭ
短期େֶɾߴ等ઐֶߍͷΈʣɺ֤ࡒൺɺੑ׆Խੳ資ྉʢࣗ๏ਓʣͳͲ

ʮࠓͷࡒֶࢲʯ֤छாථͷӾཡٴͼग़ྗ͕ՄͰ͢ʂʢ1%'ɾ$47 ʣࣜܗ
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再度、ユーザＩＤ（法人番号）とパスワードを入力し、
「同意します」に✓（チェック）後、ログイン

✓

私学情報提供システムのご案内
　私学事業団では、「学校法人基礎調査」等をはじめとする各種調査で収集した私立学校等の情報
を学校法人へ還元するため、大学法人～小学校法人を対象にインターネットによる情報提供サービ
ス（私学情報提供システム）を行っています。
　ぜひ、当システムを活用し、学校法人の経営にお役立てください。

経営分析に役
立つ！経営分析に役
立つ！

๏ਓϙʔλϧαΠτΞΫηεSTEP 1ߍϗʔϜϖʔδΑΓֶஂۀࣄֶࢲ

ʮֶࢲใఏڙγεςϜʯʢϗʔϜʣのը໘ҠಈSTEP 3

「法人情報」又は
「帳票検索」のいずれか　 
 利用したい機能を選択

法人情報：
自法人・自学校のデータの閲覧
及び出力が可能

帳票選択：
「今日の私学財政」や各帳票
の閲覧及び出力が可能

ாථ検索๏ਓใ

ϗʔϜ

「電子証明書」※をインポートしたパソコンから、
私学事業団ホームページ（私学振興事業本部）を表示し、
画面右上の  学校法人ポータルサイトへ をクリック
※　「電子証明書」について、詳しくは、右頁の＜私学情

報提供システムご利用上のご注意＞をご覧ください。

ユーザＩＤ（法人番号）とパスワードを入力
し、ログイン

 私学情報提供システム  をクリック
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൛

ࣗ
ݾ

அ
ν
ỻ
ỽ
Ϋ
Ϧ
ε
τ
Λ
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༻
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私
学
ܦ
Ӧ

報
η
ン
タ
ー

ܦ
Ӧ
支
ԉ
室

は
͡
Ί
に

「
自
ݾ
診
அ
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε
ト
」は
、
学
校

法
人
が
自
ら
の
経
Ӧ
上
の


を
ૣ
期
に
発

ݟ
し
、
自
ओ
的
な
改
ળ

力
を
行
う
た
め
の

π
ー
ル
で
す
。
આ
明
及
び
ࢀ
ߟ
事
例
の
̥
Ｄ

̛
と
入
力
用
の
エ
ク
η
ル
様
式
を
私
学
事
業

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
ॿ
成
業
務
の
ご
案
内
▼

経
Ӧ
支
援
・
情
報
提
ڙ
▼
自
ݾ
診
அ
チ
ỻ
ッ

ク
リ
ε
ト
〕
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

エ
ク
η
ル
様
式
に
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
こ

と
で
容
қ
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
μ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
׆
用
く
だ
さ
い
。

ࣗ
ݾ
診
அ
ν
ỻ
ッ
Ϋ
リ
ス
ト
の
ߏ


本
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε
ト
は
、「
େ
学
・
短
期
େ

学
ฤ
」
と
「
ߴ
等
学
校
ฤ
」
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
各
ฤ
と
も
内
容
は
ࡒ
務
ൺ
率
等
の



デ
ー
タ
に
よ
る
定
ྔ
的
な
チ
ỻ
ッ
ク
を

目
的
と
し
た
「
ࡒ
務
ൺ
率
等
に
ؔ
す
る

チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε
ト
」
と
、
法
人
の

৫
ମ
制

等
に
つ
い
て
の
定
ੑ
的
な
チ
ỻ
ッ
ク
を
行
う

「
管
理
運
Ӧ
等
に
ؔ
す
る
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε
ト
」

の
２
部
ߏ
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
、「
ߴ
等
学
校
ฤ
」
を
使
っ
て


հ
し
ま
す
。

ࡒ
務
ൺ
率
等
に
ؔ
す
る
ν
ỻッ
Ϋ
リ
ス
ト

◉
֓
要

「
ࡒ
務
ൺ
率
等
に
ؔ
す
る
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε

ト
」
は
、
学
校
法
人
શ
ମ
の
状
況
を
「
๏
ਓ

શ
ମ
」
で
、
ઃ
ஔ
す
る
学
校
の
状
況
を
「
学

校
୯
Ґ
」で
、
そ
れ
ͧ
れ
チ
ỻ
ッ
ク
し
ま
す
。

併
せ
て
チ
ỻ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収

支
状
況
や
、
収
支
を
ߏ
成
す
る
要
ૉ
（
人

、

୯
Ձ
等
）
ご
と
の



を

Ѳ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
法
人
શ
ମ
で
は
、
ਤ
１
の
と
お

り
、
４
۠
分
̕
項
目
の
チ
ỻ
ッ
ク
項
目
を
、

学
校
୯
Ґ
で
は
「
事
業
׆
ಈ
収
支
状
況
」、

「
生
ె

ؔ

」、「
教
職
員
ؔ

」及
び
「
経

費
ؔ

」
の
４
۠
分
14
項
目
（
େ
学
・
短
期

େ
学
ฤ
は
15
項
目
）
の
チ
ỻ
ッ
ク
項
目
を
ઃ

定
し
て
い
ま
す
。

エ
ク
η
ル
様
式
に
あ
る
̏
種
類
の
入
力

シ
ー
ト
（「
法
人
入
力
シ
ー
ト
」、「
学
校
入

力
シ
ー
ト
」
及
び
「
目
ඪ

入
力
シ
ー
ト
」）

の
各
項
目
に
、
過
ڈ
５
か
年
の
決
ࢉ

や
生

ె

、
教
職
員

等
の
デ
ー
タ
を
入
力
す
る

と
、
法
人
શ
ମ
、
学
校
୯
Ґ
の


が
ࢉ
出

さ
れ
ま
す
。
ࢉ
出
さ
れ
た


を
、
チ
ỻ
ッ

ク
リ
ε
ト
の
各
項
目
の
આ
明
文
や
「
ࢀ
ߟ
１

（
શ
ମ
）
シ
ー
ト
」
等
に
あ
る
֊

۠
分
を
基

に
ධ
Ձ
し
ま
す
。

̎
̌
̎
̐


൛

ࣗ
ݾ

அ
ν
ỻ
ỽ
Ϋ
Ϧ
ε
τ
Λ
͝
׆
༻
͘
ͩ
͞
͍

私
学
ܦ
Ӧ

報
η
ン
タ
ー

ܦ
Ӧ
支
ԉ
室

ਤ̍ɹࡒൺ等ʹؔ͢ΔνΣοΫϦετͷ߲ʢߴ等ֶߍฤɾ๏ਓશମʣ
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◉
૯
ׅ
ද
・
Ϩ
ー
μ
ー
ν
Ỿ
ー
ト
に
よ
る
૯

合
ධ
Ձ

「
ࡒ
務
ൺ
率
等
に
ؔ
す
る
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε

ト
」に
は
、
法
人
શ
ମ
、
学
校
୯
Ґ
ご
と
に
、

ࡒ
務
ൺ
率
等
を
一
覧
に
し
た
૯
ׅ
表
が
あ

り
、
法
人
や
学
校
の
状
況
を
一
目
で

Ѳ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
５
項
目
の
注

ࢹ
す

き
ൺ
率
を
基
に
Ϩ
ー
μ
ー
チ
Ỿ
ー
ト

を
׆
用
し
た
૯
合
ධ
Ձ
を
行
え
ま
す
。

法
人
શ
ମ
・
学
校
୯
Ґ
い
ͣ
れ
の
Ϩ
ー

μ
ー
チ
Ỿ
ー
ト
も
、
５
項
目
を
結
Μ
だ
ਤ
ܗ

の
໘
積
が
େ
き
い
ほ
ど
経
Ӧ
状
況
が
ྑ
い
こ

と
を
示
し
ま
す
。
一
方
、
ਤ
ܗ
が
খ
さ
く


が
り
に
ܽ
け
、
い
び
つ
な
場
合
は
ධ
Ձ
の


い
項
目
に


が
あ
る
可
能
ੑ
が
あ
る
た

め
、
ݪ
Ҽ
を
分
ੳ
し
、
改
ળ
ࡦ
を
検
౼
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
例
（
ਤ
̎
）

を
用
い
て
ղ
આ
し
ま
す
。

શ
ମ
と
し
て
は
ઈ
対
ධ
Ձ
の
ਤ
ܗ
（
੨

ઢ
）の
໘
積
が
খ
さ
く
、
਼

ධ
Ձ
（

ઢ
）

と
相
対
ධ
Ձ
（

ઢ
）
で
は


が
େ
き
い

項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
や
や

が
り
に
ܽ
け

る
ҹ
象
で
す
（
な
お
、
ઈ
対
ධ
Ձ
は
ద
正


を
基
に
ධ
Ձ
し
て
い
ま
す
）。

ݸ
ผ
の
項
目
を
ݟ
る
と
、「
ᶃ
経
ৗ
収
支

ࠩ
額
ൺ
率
」
や
「
ᶅ
教
育
׆
ಈ
資
金
収
支
ࠩ

額
ൺ
率
」
は
ઈ
対
ධ
Ձ
も
相
対
ධ
Ձ
も

い


で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。「
ᶆ
積

立
率
」
は
、
相
対
ධ
Ձ
は
６

以
上
を
示
し

て
い
る
も
の
の
、
ઈ
対
ධ
Ձ
と
਼

ධ
Ձ
は


い

で
す
。「
ᶇ
ྲྀ
ಈ
ൺ
率
」
の
各
ධ
Ձ

は
そ
れ
ほ
ど

い

で
は
な
い
た
め

ͪ
に

資
金
܁
り
に
ځ
す
る

こ
と
は
な
い
と
ߟ
え

ら
れ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か

ら
、
当
֘
法
人
は
積

立
率
の
ઈ
対
ධ
Ձ
が


く
運
用
資
産
（


金
ੑ
が
ߴ
い
金
༥
資

産
）
の
保
༗
状
況
が

े
分
と
は
い
え
な
い

た
め
、
収
支
の
改
ળ

が
ਤ
れ
な
い
と
ক
来

的
に
は
ࢪ
ઃ
ઃ
උ
の

取
ସ
更
新
等
に
Ө
ڹ

が
出
る
可
能
ੑ
の
あ

る
ࡒ
務
状
況
と
ߟ
え

ら
れ
ま
す
。

◉
ൺ
率
ද
に
よ
る
分
ੳ

૯
ׅ
表
や
Ϩ
ー
μ
ー
チ
Ỿ
ー
ト
に
記

載
が
あ
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な

分
ੳ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ൺ
率
表
が

あ
り
ま
す
。
ൺ
率
表
に
は
、
ධ
Ձ

の


定
基
準
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

な
ͥ
そ
の
ධ
Ձ

に
な
っ
た
の
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
こ
で
は
、

例
と
し
て
経
ৗ
収
支
ࠩ
額
ൺ
率
（
ਤ
̏

ࢀ
র
）
を
用
い
て
ղ
આ
し
ま
す
。

経
ৗ
収
支
ࠩ
額
ൺ
率
は
、
事
業
׆
ಈ

の
う
ͪ
ྟ
時
的
な
要
ૉ
で
あ
る
特
ผ
׆

ಈ
を
除
い
た
、
経
ৗ
的
な
׆
ಈ
の
収
支

の
バ
ラ
ン
ε
を
表
し
た
ൺ
率
で
、
事
業

׆
ಈ
収
支
ܭ
ࢉ
ॻ
の
経
ৗ
収
支
ࠩ
額

を
、
教
育
׆
ಈ
収
入
ܭ
と
教
育
׆
ಈ
֎

収
入
ܭ
の
合
ܭ
で
あ
る
経
ৗ
収
入
で
除

し
て
ࢉ
出
し
ま
す
。

こ
の
ൺ
率
の
プ
ラ
ε
が
େ
き
い
ほ
ど

経
ৗ
的
な
収
支
が
҆
定
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
、
マ
イ
φ
ε
に
な
る
場
合
は
支

出

過
で
あ
り
、
経
ৗ
的
な
収
支
で
資

産
の
ྲྀ
出
が
生
じ
て
い
る
可
能
ੑ
が
あ

る
こ
と
を
意
ຯ
す
る
た
め
、
ক
来
的
な

ࡒ

の
ෆ
҆
要
ૉ
と
い
え
ま
す
。ま
た
、

プ
ラ
ε
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
要
Ҽ
が
教

育
׆
ಈ
֎
収
入
に
େ
き
く
ґ
ଘ
し
て
い

る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

ਤ
̏
の
例
で
は
、

近
２
年
の
経
ৗ

収
支
ࠩ
額
ൺ
率
は
˚
̏
・
̏
ˋ
、
˚
８
・

２
ˋ
な
の
で
、
ઈ
対
ධ
Ձ
は
「
２
年
連

続
̌
ˋ
ະ
満
」
の
２

、
਼

ධ
Ձ
は

２
̌
１
̕
年
度
か
ら
２
̌
２
̏
年
度
に

ਤ̎ɹϨʔμʔνϟʔτʢ๏ਓશମʣͷྫ

ਤ̏ɹࡒൺ等ʹؔ͢ΔνΣοΫϦετʢߴ等ֶߍฤɾ๏ਓશମʣͷྫ

 ઈରධՁ ਼ධՁ
（1�ϙΠンτ）  相ରධՁ

10 ̎年࿈続
10�Ҏ্ ̑1Ҏ্૿Ճ

10 10.4�～

̕ 5.8�～ 10.3�

８ ۙ年度
10�Ҏ্ 2.51Ҏ্૿Ճ

８ 3.2�～ 5.7�

７ 0.7�～ 3.1�

̒ ۙ年度
̌̀ Ҏ্10�ະຬ

2.5～˚2.51
ݮ૿

̒ ô1.3�～ 0.��

̑ ô3.2�～ ô1.4�

̐ ۙ年度
̌�ະຬ 2.51Ҏ্ݮগ

̐ ô5.7�～ ô3.3�

̏ ô9.0�～ ô5.8�

̎ ̎年࿈続
̌�ະຬ ̑1Ҏ্ݮগ

̎ ô13.8�～ ô9.1�

̍ ～ô13.9�

ධՁද

項 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 ݮ૿
2023-2019

ର2019年度
৳ͼ

ઈର
ධՁ

਼
ධՁ

相ର
ධՁ

経ৗ収ࠩࢧ額ൺ（$）ʗ（"） ô���� ô���� ô���� ôÿõùì ôúõúì ô÷õýė

̎ ̒ ̐
経ৗ収入（"） ���� ���� ���� ���� ���� ��� ����

経ৗࢧ出（#） ���� ���� ���� ���� ���� ��� ����

経ৗ収ࠩࢧ額（$）�（"）-（#） ô�� ô� ô�� ô��� ô�� ô�� ô�����

【୯Ґ】ඦສԁ※ൺのࢉܭはখୈೋҐҎԼをり্͛ています。
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か
け
て
˚
̌
・
６
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
、「
２
・

５
Ỗ
˚
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
減
」
の
６

、

相
対
ධ
Ձ
は
、
２
̌
２
̏
年
度
が
˚
̏
・

̏
ˋ
な
の
で
「
˚
５
・
７
Ỗ
˚
̏
・
̏
ˋ
」

の
４

と
な
り
ま
す
。
４
年
લ
よ
り
ѱ
化
し

て
お
り
、
ઈ
対
ධ
Ձ
及
び
相
対
ධ
Ձ
も

い

た
め
、
ࡒ
務
上
に
՝

の
あ
る
項
目
と
な
り

ま
す
。
特
に
、
経
ৗ
収
入
の
৳
び
率
よ
り
も

経
ৗ
支
出
の
৳
び
率
が
େ
き
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
人
件
費
ൺ
率
や
経
費
支
出
に
ؔ
す
る

ൺ
率
等
も
併
せ
て
分
ੳ
し
、
支
出

過
の
状

況
が
ৗ
ଶ
化
し
て
い
る
場
合
に
は
、
収
支
ߏ


の
ݟ

し
が
必
要
と
な
り
、
改
ળ
す

き

収
支
Պ
目
は
Կ
か
、
ѱ
化
し
た
ݪ
Ҽ
は
Կ
か

を
、
生
ె

、
教
職
員

等
か
ら
分
ੳ
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
ݪ
Ҽ
の

Ѳ
と
改
ળ
す

き


を
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ઈ
対
ධ
Ձ
、
਼

ධ
Ձ
、
相

対
ධ
Ձ
と
多
֯
的
に
ݟ
る
こ
と
に
よ
り
ࡒ
務

上
の
՝

が
ු
き
ூ
り
に
な
り
ま
す
の
で
、

ૣ
期
に
改
ળ
ࡦ
の
検
౼
に
取
り

Ή
こ
と
が

で
き
ま
す
。


ཧ
ӡ
Ӧ
等
に
ؔ
す
る
ν
ỻッ
Ϋ
リ
ス
ト

「
管
理
運
Ӧ
等
に
ؔ
す
る
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε

ト
」
は
、
法
人
運
Ӧ
に
当
た
り
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
定
ੑ
的
な
項
目
と
し
て
、「
Ψ
バ
φ
ン

ε
の
確
立
」、「
経
Ӧ
理
೦
と
ઓ
ུ
の
ࡦ

定
」、「

৫
運
Ӧ
の
ԁ

化
」、「
リ
ε
ク
管

理
ମ
制
の
ߏ
築
」、「
ࡒ
務
ମ
࣭
の
改
ળ
」、

「
教
学
内
容
の
改
ળ
」、「
生
ె

の
支
援
」

及
び
「
情
報
の
公
表
と
地
Ҭ
ߩ
ݙ
」
の
８
۠

分
に
つ
い
て
、
53
項
目
を
ઃ
定
し
て
い
ま
す
。

例
え

「
Ψ
バ
φ
ン
ε
の
確
立
」
で
は
、

理
事
ձ
が
࠷
ऴ
的
な
決
定
ػ
ؔ
と
し
て
ػ
能

し
、
改
ֵ
ਪ
進
の
中
৺
的
役
ׂ
を
果
た
し
て

い
る
か
、
ま
た
、
理
事
ձ
の
一
ମ
的
な
ڠ
力

ମ
制
が
ҡ
࣋
で
き
て
い
る
か
と
い
っ
た
、
理

事
ձ
ػ
能
の
࣮
࣭
化
・
࣮
ޮ
ੑ
が
確
保
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
を
確
認
し
ま
す（
ਤ
̐
ࢀ
র
）。

本
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε
ト
を
、
自
法
人
の
࣮
情

に
র
ら
し
֘
当
す
る
項
目
に
「
˓
」
を
付
け

て
ධ
Ձ
し
ま
す
。
ど
の
項
目
が
当
て
は
ま
ら

な
い
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
、


の


Ѳ
や
改
ળ
す

き

な
ど
、
改
ֵ
の
ࢳ
口
を

ݟ
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
本
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε
ト
は
理
事
長
を

は
じ
め
と
す
る
経
Ӧ
者
を
対
象
に
作
ら
れ
た

も
の
で
す
が
、
あ
え
て
教
職
員
等
に
回

し

て
も
ら
う
こ
と
で



を
共
༗
し
、
改
ળ

ࡦ
を
一
ॹ
に
検
౼
す
る
こ
と
も
༗
ޮ
な
手
ஈ

の
一
つ
で
す
。

例
え

、「

৫
運
Ӧ
の
ԁ

化
」
で

は
、「
教
職
員
か
ら
の
意
ݟ
を
学
校
運
Ӧ
に


ө
さ
せ
る


み
を
ػ
能
さ
せ
て
い
る
」

と
い
う
項
目
（
ઃ

25
）
が
あ
り
ま
す
。
経

Ӧ
者
で
あ
る
理
事
長
や
理
事
が
े
分
ػ
能
し

て
い
る
と
し
て
「
˓
」を
付
け
た
と
し
て
も
、

教
職
員
の
受
け
ࢭ
め
方
は
そ
う
で
は
な
く
、

「
˓
」を
付
け
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
Μ
。
こ
の

場
合
、
経
Ӧ
者
が
ࢥ
っ
て
い
る
ほ
ど
教
職
員

に
は
そ
の
し
く
み
が
ਁ
ಁ
し
て
い
な
い
、
あ

る
い
は
ػ
能
し
て
い
な
い
と
ࢥ
Θ
れ
て
い
る

可
能
ੑ
が
あ
り
ま
す
。


৫
運
Ӧ
の
ԁ

化
に
は
教
職
員
と
の
ྑ


な
ؔ

を
築
け
て
い
る
か
が
ॏ
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
経
Ӧ
者
に
は
こ
う
し
た

意
ࣝ
の
Ϊ
Ỿ
ッ
プ
を
౿
ま
え
、
教
職
員
の
意

ཉ
を

上
さ
せ
る
た
め
の
し
く
み
作
り
が
ܽ

か
せ
ま
せ
Μ
。

こ
の
よ
う
に
経
Ӧ
者
、
教
職
員
等
の
あ
ら

Ώ
る
立
場
の
方
に
回

し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
経
Ӧ
者
だ
け
で
は
ؾ
付
け
な
か
っ
た




を
ු
き
ூ
り
に
で
き
ま
す
。

ま
と
Ί

自
ݾ
診
அ
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε
ト
で
ڍ
͛
ら
れ

て
い
る
項
目
と
内
容
は
、
一
つ
の
ࢀ
ߟ
例
で

あ
り
、
分
ੳ
に
当
た
っ
て
は
、
自
法
人
の
࣮

ଶ
に
合
っ
た
要
ૉ
を
加
ຯ
す
る
と
よ
り
ޮ
果

的
で
す
。

現
在
、
େ
き
な
ࡒ
務
上
の


が
な
く
て

も
、
ক
来
的
に
収
支
を
ѱ
化
さ
せ
る
要
Ҽ
が

内
在
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

「
ࡒ
務
ൺ
率
等
に
ؔ
す
る
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε
ト
」

で
４

以
下
の
項
目
や
、「
管
理
運
Ӧ
等
に

ؔ
す
る
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε
ト
」
で
「
˓
」
が
付

か
な
か
っ
た
項
目
に
つ
い
て
は
、
ૣ
期
に
ݪ

Ҽ
や



を
分
ੳ
し
、
๏
ਓ
内
で
の
共
通

理
ղ
の
Լ
、
Ұ
ମ
と
な
っ
た
ܦ
Ӧ
改
ળ
に
つ

な
が
る
よ
う
、
自
ݾ
診
அ
チ
ỻ
ッ
ク
リ
ε
ト

を
ご
׆
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
事
業
団
で
は
、
学
校
๏
ਓ
が
ߦ

͏
ܦ
Ӧ
改
ળ
の
取
り

Έ

の
支
ԉ
ٴ
ͼ


報
の
提
ڙ
を
ߦ
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
私
学
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔
ॿ
成
業
務
の
ご
案
内
▼
経
Ӧ
支
援
・
情
報
提

ڙ
▼
私
学
経
Ӧ
情
報
η
ン
タ
ー
が
行
う
サ
ー

ビ
ε
の
ご
案
内
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


い
合
Θ
せ
ઌ
（
私
学
ৼ
ڵ
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

経
営
支
援
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
２
８
・
７
８
３
４

Ｅ
メ
ー
ル

shien@
shigaku.go.jp

ਤ̐ɹཧӡӦ等ʹؔ͢ΔνΣοΫϦετͷྫʢߴ等ֶߍฤʣ
νΣοΫཝ ओ　な　項　

.̍Ψόφϯεのཱ֬ ㅤ ̍ ཧࣄ長のϦーμーγοϓのͱཧࣄձֶ͕ߍ法ਓの࠷ऴతͳܾఆؔػͱͯ͠ػ͠ɺվ
ֵਪਐの中৺తׂΛՌͨͯ͠いΔ

̎ ཧࣄ・ࣄはળҙٛଛഛঈΛෛ͏͜ͱΛेʹཧղ͠ɺదͳۀࣥߦ・
ࠪΛͯͬߦいΔ

ㅤ ̏ Ұ෦のཧू͕ݶݖʹࣄ中͢Δ͜ͱͳくɺཧࣄձのҰମతͳྗڠମ੍͕ҡ࣋Ͱ͖ͯいΔ

̏.৫ӡӦの円Խ ùú いΔͯͬߦվળΛͯ͠ূݕɺͦのՌΛ͠ࢪ࣮ʹతܥըత・ମܭमΛݚ৬һʹର͢Δڭ

ùû ৫࠶ฤΞτιーγϯάの׆༻ʹΑΓɺޮతͳ৬ମ੍Λߏஙͯ͠いΔ

ㅤ ùü さͤͯいΔػΈΛӡӦʹөさͤΔߍΛֶݟ৬һからのҙڭ

ùý ਓࣄධՁのج४ɺධՁํ法ɺධՁ݁Ռの׆༻ʹͭいͯɺఆظతʹݟ͠ͱվળΛߦい
ͳ͕らɺਓߟࣄ՝Λ࣮ͯ͠ࢪいΔ

ùþ શڭ৬һʹेͳใఏڙͱઆ໌Λߦいɺྑͳ࿑ؔΛߏஙͯ͠いΔ
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共
済
業
務

DLϚʔΫがいͯいる用ࢴは、ࢲ学ࡁڞϗʔϜϖʔδ〔様ࣜ用ࢴ等μϯϩʔυ〕͔Βμϯϩʔυでき·͢。

災
害
に
あ
っ
た
と
き

災
害
見
舞
金・災
害
見
舞
金
付
加
金

業
務
部

短
期
給
付
課

加
入
者（
任
意
継
続
加
入
者
を
含
み
ま
す
）

や
そ
の
被
扶
養
者
が
水
害
・
震
災
・
火
災
・

そ
の
他
の
非
常
災
害
に
よ
り
、
住
居
又
は
家

財
に
５
分
の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
た
と
き

は
、
災
害
見
舞
金
等
が
請
求
で
き
ま
す
。

災
害
見
舞
金

住
居
又
は
家
財
が
３
分
の
１
以
上
焼
失
又

は
滅
失
し
た
と
き
、
損
害
の
程
度
に
応
じ
標

準
報
酬
月
額
の
０
・
５
〜
３
か
月
分
の
金
額

災
害
見
舞
金
付
加
金

①
災
害
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
と
き
は
、
災

害
見
舞
金
の
額
の
60
％
に
相
当
す
る
金
額

②
住
居
又
は
家
財
が
５
分
の
１
以
上
３
分
の

１
未
満
の
損
害
を
受
け
た
と
き
、
標
準
報

酬
月
額
の
０
・
５
か
月
分
の
金
額

◉
請
求
に
必
要
な
書
類

①
災
害
見
舞
金
・
災
害
見
舞
金
付
加
金
請
求
書

②
災
害
状
況
明
細
書

③
市
区
町
村
長
、
消
防
署
長
又
は
警
察
署
長

の
証
明
書
（
請
求
書
の
中
に
証
明
欄
が
あ

り
ま
す
）
又
は
、
り
災
証
明
書
（
損
害
の

程
度
が
明
記
さ
れ
た
も
の
）

請
求
に
当
た
っ
て
は
、
業
務
部
短
期
給
付

課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
被
害
の
状
況

を
確
認
後
、
請
求
書
等
を
送
付
し
ま
す
。

◉
注
意
事
項

・
損
害
を
補
塡
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
給

付
で
は
な
い
た
め
、
修
理
等
可
能
な
も
の

は
損
害
と
み
な
し
ま
せ
ん
。

・
対
象
と
な
る
住
居
の
損
害
は
、
加
入
者
の

所
有
す
る
住
居
に
限
ら
ず
、
加
入
者
が
現

に
生
活
の
本
拠
と
し
て
居
住
し
て
い
る
建

造
物
で
あ
れ
ば
、
借
家
や
ア
パ
ー
ト
、
寮
、

家
族
の
所
有
す
る
住
宅
で
あ
っ
て
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
加
入
者
と
被
扶
養
者
が
別
居
し
て
い
る
と

き
は
、
被
扶
養
者
の
住
居
又
は
家
財
も
対

象
で
す
。

・
災
害
見
舞
金
付
加
金
の
給
付
が
決
定
し
た

後
、
災
害
見
舞
品
の
カ
タ
ロ
グ
を
学
校
法

人
等
宛
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
加
入
者
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
加
入
者

が
品
物
を
選
び
、
同
封
の
「
災
害
見
舞
品

連
絡
書
」（
返
信
ハ
ガ
キ
）
に
よ
り
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◉
時
効

短
期
給
付
を
受
け
る
権
利
は
、
給
付
事
由

が
生
じ
た
日
（
災
害
に
あ
っ
た
日
）
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に

よ
り
消
滅
し
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
か
か
る
貸
付
け

福
祉
部

貯
金
・
貸
付
課

加
入
者（
任
意
継
続
加
入
者
を
除
き
ま
す
）

が
水
害
・
震
災
・
火
災
・
そ
の
他
の
非
常
災

害
を
受
け
た
た
め
資
金
を
必
要
と
す
る
と
き

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
貸
付

◉
申
し
込
み
資
格

加
入
者
期
間
が
引
き
続
き
１
年
以
上
の
人

◉
貸
付
額

標
準
報
酬
月
額
の
６
か
月
分
相
当
額
の
範

囲
内
（
限
度
額
２
０
０
万
円
）

◉
貸
付
利
率

被
災
日
の
前
月
初
日
の
預
託
金
利
率
の
区

分
に
対
応
す
る
利
率（
年
０
・
25
〜
１
・
00
％

の
４
段
階
の
利
率
、
固
定
利
率
）

◉
申
し
込
み
手
続
き

「
貸
付
申
込
書
DL
」
及
び
「
借
用
証
書
DL
」

に
、「
り
災
証
明
書
」を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
申
込
受
付
期
間

被
災
日
か
ら
１
年
以
内

特
例
住
宅
貸
付

被
災
に
よ
り
住
宅
の
修
理
等
で
資
金
が
必

要
な
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

◉
申
し
込
み
資
格

加
入
者
期
間
が
引
き
続
き
５
年
以
上
の
人

◉
貸
付
額

貸
付
申
し
込
み
時
に
お
け
る
退
職
金
の
見

込
み
額
に
６
０
０
万
円
を
加
え
た
額
（
た
だ

し
、
そ
の
額
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
と

き
は
２
０
０
０
万
円
）

◉
貸
付
利
率

被
災
日
の
前
月
初
日
の
預
託
金
利
率
の
区

分
に
対
応
す
る
利
率（
年
０
・
25
〜
１
・
26
％

の
６
段
階
の
利
率
、
固
定
利
率
）

◉
申
し
込
み
手
続
き

「
貸
付
申
込
書
DL
」
の
申
込
事
由
欄
に
住

宅
貸
付
に
か
か
る
申
し
込
み
事
由
及
び
、
朱

書
き
で
「
災
害
」
と
記
入
し
、
通
常
の
住
宅

貸
付
に
必
要
な
書
類
の
他
に
、「
り
災
証
明

書
」
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
申
込
受
付
期
間

被
災
日
か
ら
３
年
以
内

償
還
期
限
の
延
長
（
猶
予
）

災
害
貸
付
及
び
特
例
住
宅
貸
付
の
申
込
者

だ
け
で
は
な
く
、
被
災
し
た
既
借
受
人
の
す

べ
て
の
貸
付
け
に
つ
い
て
も
、
２
年
間
を
限

度
に
償
還
期
限
の
延
長
（
猶
予
）
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

延
長
中
の
利
息
に
か
か
る
貸
付
利
率
は
災

害
貸
付
と
同
率
で
す
。

◉
申
し
込
み
手
続
き

・
災
害
貸
付
及
び
特
例
住
宅
貸
付
の
申
込
者

は
、
貸
付
申
し
込
み
時
に
「
定
期
償
還
期

限
延
長
申
請
書
（
新
規
貸
付
者
）
DL
」
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
被
災
し
た
既
借
受
人
は
、
被
災
日
か
ら
５

か
月
以
内
に
「
定
期
償
還
期
限
延
長
承
認

願
（
既
貸
付
者
）
DL
」
に
「
り
災
証
明
書
」

を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
あ
っ
た
と
き

災
害
に
あ
っ
た
と
き
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令
和
８
年
１
月
か
ら
始
ま
る

私
学
共
済
ポ
ー
タ
ル
の
概
要企

画
室

本
誌
５
月
号
で
、
令
和
８
年
１
月
か
ら
学

校
法
人
等
が
行
う
私
学
共
済
事
務
の
一
部
手

続
き
に
お
け
る
電
子
申
請
の
開
始
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
私
学
共
済

ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

私
学
共
済
ポ
ー
タ
ル
と
は
、
私
学
共
済
制

度
に
特
化
し
た
学
校
法
人
等
と
私
学
事
業
団

を
つ
な
ぐ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。
私
学
共

済
ポ
ー
タ
ル
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

電
子
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

私
学
共
済
ポ
ー
タ
ル
で
で
き
る
こ
と

◉
学
校
基
本
情
報
の
確
認

私
学
共
済
に
登
録
し
て
い
る
学
校
所
在

地
、
連
絡
先
、
短
期
給
付
金
・
貸
付
金
・
積

立
貯
金
受
取
用
口
座
等
の
情
報
を
確
認
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
登
録
内
容
の
変
更
は
従
来
ど
お

り
様
式
用
紙
等
で
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
加
入
者
の
確
認

現
在
加
入
し
て
い
る
加
入
者
の
一
覧
（
氏

名
、
加
入
者
等
記
号
・
番
号
、
生
年
月
日
等
）

を
確
認
で
き
ま
す
。

◉
特
定
健
康
診
査
結
果
の
提
出

今
ま
で
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
等
で
提
出
し
て
い
た
健

診
結
果
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
提
出

で
き
ま
す
。

◉
本
事
業
団
か
ら
の
通
知
文
の
受
け
取
り

本
事
業
団
か
ら
の
通
知
文
を
電
子
デ
ー
タ

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
学
共
済
ポ
ー
タ
ル
登
録
に
必
要
な
も
の

◉
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト

デ
ジ
タ
ル
庁
が
審
査
・
作
成
す
る
ア
カ
ウ

ン
ト
で
、
法
人
代
表
者
等
が
取
得
で
き
る
も

の
で
す
。

◉
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
メ
ン
バ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト

Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取

得
し
た
法
人
代
表
者
等
が
、
自
身
の
マ
イ

ペ
ー
ジ
で
、
事
務
担
当
者
ご
と
に
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
ア
カ
ウ
ン
ト
で
す
。

注

Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
エ
ン
ト
リ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト

で
は
私
学
共
済
ポ
ー
タ
ル
に
登
録
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
作
成
す
る
ア
カ
ウ
ン
ト
の
種

類
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
の
詳
細
や
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成

方
法
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

https://pr.gbiz-id.go.jp/

私
学
共
済
ポ
ー
タ
ル
に
登
録
す
る
に
は

８
年
１
月
か
ら
、
私
学
共
済
ポ
ー
タ
ル
に

登
録
す
る
た
め
の
リ
ン
ク
を
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
案
内
に
従
っ
て

必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
リ
ン
ク
掲
載
時
に
は
私
学
共
済

ポ
ー
タ
ル
の
使
い
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
公
開
予

定
で
す
。

詳
細
は
、
順
次
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
８
年
１
月
か
ら
始
ま
る

私
学
共
済
ポ
ー
タ
ル
の
概
要企

画
室

øĀ
歳
以
上
ùú
歳
未
満
の
被
扶
養
者
の
年
収
上
限
が
１
５
０

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
（
令
和
７
年
ø÷
月
１
日
施
行
）

業
務
部

資
格
課

被
扶
養
者
認
定
の
収
入
要
件
に
関
す
る
文

部
科
学
省
通
知
が
一
部
改
正
さ
れ
、
被
扶
養

者
と
し
て
届
け
出
る
者
（
加
入
者
・
任
意
継

続
加
入
者
の
配
偶
者
を
除
き
ま
す
）
が
19
歳

以
上
23
歳
未
満
で
あ
る
場
合
、
令
和
７
年
10

月
１
日
か
ら
、
年
収
の
認
定
要
件
を
１
５
０

万
円
未
満
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

例

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
20
歳
の
学
生

で
あ
る
子
に
つ
い
て
被
扶
養
者
認
定
の
申

請
を
す
る
場
合

現
在
の
収
入
要
件

年
収
１
３
０
万
円
未
満

　
　
　

→
改
正
後

年
収
１
５
０
万
円
未
満

・
配
偶
者
に
つ
い
て
は
こ
の
年
齢
層
で
あ
っ
て

も
収
入
要
件
は
１
３
０
万
円
の
ま
ま
で
す
。

◉「
øĀ
歳
以
上
ùú
歳
未
満
」の
年
齢
の
捉
え
方

所
得
税
法
上
の
取
扱
い
と
同
様
、
そ
の
年

の
12
月
31
日
現
在
の
年
齢
で
判
定
し
ま
す
。

例
１

令
和
７
年
10
月
１
日
認
定
日
で
認
定

申
請
出
来
る
か
ど
う
か
の
判
断
（
収
入
要

件
）

・
令
和
７
年
12
月
に
19
歳
に
な
る
子
の
場
合

は
、
７
年
10
月
１
日
（
19
歳
前
で
も
）
か

ら
１
５
０
万
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

・
令
和
７
年
12
月
に
23
歳
に
な
る
子
の
場
合

は
、
７
年
10
月
１
日
時
点
で
22
歳
で
あ
っ

て
も
、
従
来
通
り
１
３
０
万
円
の
上
限
で

判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
２

令
和
８
年
４
月
１
日
認
定
日
で
認
定

申
請
出
来
る
か
ど
う
か
の
判
断
（
収
入
要

件
）

・
令
和
８
年
12
月
に
19
歳
に
な
る
子
は
８
年

４
月
に
18
歳
で
あ
っ
て
も
１
５
０
万
円
を

要
件
と
す
る
一
方
、
12
月
に
23
歳
に
な
る

子
は
４
月
に
22
歳
で
あ
っ
て
も
１
３
０
万

円
を
要
件
と
し
ま
す
。

◉
制
度
切
り
替
え
時
の
留
意
事
項

制
度
が
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
施

行
年
月
日
（
７
年
10
月
１
日
）
を
認
定
日
と

し
て
被
扶
養
者
の
認
定
申
請
を
す
る
場
合
は
、

７
年
10
月
１
日
か
ら
５
日
以
内
に
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
30
日
を
超
え
る
と
私
学

事
業
団
で
受
け
付
け
た
日
又
は
発
信
日
が
認

定
日
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

øĀ
歳
以
上
ùú
歳
未
満
の
被
扶
養
者
の
年
収
上
限
が
１
５
０

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
（
令
和
７
年
ø÷
月
１
日
施
行
）

業
務
部

資
格
課

収入要件

18歳 　130万円

19歳 　150万円

20歳 　150万円

21歳 　150万円

22歳 　150万円

23歳 　130万円
暦年（１月１日から12月31日）で判断。
例えば、その年の12月31日に19歳にな
る場合、その年は通年で19歳とする。
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共
済
業
務

郵
送
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
部

保
健
課

手
軽
に
健
康
管
理
に
役
立
て
ら
れ
る
よ

う
、
郵
送
に
よ
る
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
対
象
者

満
30
歳
以
上
の
加
入
者
（
任
意
継
続
加
入

者
を
含
み
ま
す
）、
被
扶
養
者
及
び
75
歳
以

上
の
教
職
員

◉
検
査
項
目（
各
検
査
を
年
度
内
１
回
ま
で
）

①
大
腸
が
ん
検
査
、
②
肺
が
ん
検
査
、
③

胃
が
ん
検
査
、
④
前
立
腺
が
ん
検
査
、
⑤
子

宮
頸
が
ん
検
査

費
用
や
申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細
は
、
私

学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済
事
業
の

ご
案
内
▼
福
祉
事
業
▼
健
康
管
理
に
役
立
つ

▼
郵
送
に
よ
る
検
診
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
金
積
立
金
に
か
か
る

業
務
概
況
書
の
公
表

資
産
運
用
部

令
和
６
年
度
の
運
用
状
況
（
厚
生
年
金
保

険
給
付
積
立
金
・
経
過
的
長
期
給
付
積
立
金
・

退
職
等
年
金
給
付
積
立
金
）
を
、
７
月
４
日

に
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済
事

業
の
ご
案
内
▼
情
報
公
開
▼
年
金
資
産
の
運

用
〕
で
公
表
し
ま
す
。

詳
細
は
、
本
誌
９
月
号
に
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

郵
送
検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
部

保
健
課

年
金
積
立
金
に
か
か
る

業
務
概
況
書
の
公
表

資
産
運
用
部

ご
存
知
で
す
か
？

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
控
除

福
祉
部

貯
金
・
貸
付
課

６
月
に
住
宅
貸
付
の
ご
案
内
（
チ
ラ
シ
）

を
配
付
し
て
い
ま
す
。
例
年
、
夏
は
住
宅
貸

付
を
多
く
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

加
入
者
が
居
住
す
る
住
宅
の
新
築
や
購
入

の
ほ
か
、
増
・
改
築
及
び
土
地
の
購
入
、
借

り
入
れ
に
加
え
、
修
理
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
の

た
め
の
資
金
を
必
要
と
す
る
と
き
に
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
省
エ
ネ
基
準
に
沿
っ
た
住

宅
改
修
や
耐
震
・
耐
久
工
事
な
ど
の
修
理
の

費
用
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◉
リ
フ
ォ
ー
ム
も
所
得
税
控
除
の
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

中
古
物
件
を
購
入
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

す
る
と
き
や
自
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
と
き

に
は
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
の
目
的
が
一
定
の
要
件
を
満

た
す
と
所
得
税
控
除
の
対
象
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
や
省
エ
ネ
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
、
特

定
リ
フ
ォ
ー
ム
の
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
と
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
税
制
な
ど
併
用
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
各
控
除
の
詳
細
と
併
せ
て
税
務
署

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
控
除

福
祉
部

貯
金
・
貸
付
課

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

に
か
か
る
掛
金
の
徴
収

（
令
和
８
年
４
月
分
掛
金
等
か
ら
）

業
務
部

掛
金
課

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
か
か
る
掛
金

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」（
令
和
６
年
法
律
第
47
号
）

が
令
和
６
年
６
月
12
日
に
公
布
さ
れ
、
私
学

事
業
団
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
保
険
者
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
納
付
す
る

義
務
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
つ
い
て

は
、
８
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
に
か
か
る
掛
金
（
以
下
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
分
掛
金
」
と
い
い
ま
す
）
を
徴

収
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
掛
金
の
徴
収

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
掛
金
は
、
８

年
４
月
分
掛
金
等
（
８
年
５
月
通
知
）
か
ら

短
期
（
福
祉
）
掛
金
に
併
せ
て
徴
収
し
ま

す
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
掛
金
は
、

「
掛
金
等
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
納
付

通
知
額
内
訳
」（
※
）
に
お
い
て
、「
短
期

（
福
祉
）
掛
金
１
」
及
び
「
短
期
（
福
祉
）
掛

金
２
」
に
含
め
て
通
知
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
掛
金
の

加
入
者
負
担
分
の
通
知
（
８
年
３
月

発
送
予
定
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
掛
金
の
加
入

者
負
担
分
は
、「
特
定
保
険
料
率
に
相
当
す

る
掛
金
額
」
と
同
様
の
一
覧
表
に
て
通
知
し

ま
す
。
そ
の
一
覧
表
を
基
に
、
学
校
法
人
等

の
給
与
明
細
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分

掛
金
額
（
加
入
者
負
担
分
）
を
表
示
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
掛
金
率

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
掛
金
率
は
、

国
が
一
律
に
示
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

掛
金
率
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

に
か
か
る
掛
金
の
徴
収

（
令
和
８
年
４
月
分
掛
金
等
か
ら
）

業
務
部

掛
金
課

掛金等及び子ども・子育て拠出金内訳

掛金等及び子ども・子育て拠出金納付通知額内訳

掛金等及び子ども・子育て拠出金納付通知額

円

令和　8年　４月分

報酬

賞与

報酬

賞与

計

報酬

賞与

計

報酬

賞与

計

報酬

賞与

計

報酬

賞与

計

合計

掛金等区分

短期（福祉）掛金１

短期（福祉）掛金２

介護掛金

加入者保険料

退職等年金給付掛金

子ども・子育て拠出金

（※）「子ども・子
育て支援金分掛
金」を含めて通
知します。
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共
済
業
務

基
礎
届
書
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

標
準
報
酬
月
額
の
定
時
決
定
（
注
意
事
項
）業

務
部

資
格
課

６
月
中
旬
に
学
校
法
人
等
に
送
付
し
た

「
標
準
報
酬
基
礎
届
書
DL
」（
以
下
「
基
礎
届

書
」
と
い
い
ま
す
）
に
つ
い
て
、
問
い
合
わ

せ
の
多
い
内
容
や
記
入
上
の
注
意
点
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

資
格
事
項
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

①
資
格
喪
失
し
た
と
き

「
基
礎
届
書
」
に
は
、
令
和
７
年
５
月
31

日
以
前
に
資
格
取
得
し
、
６
月
１
日
現
在
で

確
認
し
て
い
る
加
入
者
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

記
載
さ
れ
て
い
る
加
入
者
が
資
格
喪
失
済
み

の
と
き
は
、該
当
す
る
項
目
「
６

退
職
者
」

を
〇
で
囲
ん
で
資
格
喪
失
日
を
記
入
し
、
該

当
者
を
二
重
線
で
抹
消
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、「
資
格
喪
失
報
告
書
DL
」
が
未
提
出
の

場
合
は
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
遡
っ
て
資
格
取
得
を
し
た
と
き

５
月
31
日
以
前
に
遡
っ
て
資
格
取
得
を
し

た
加
入
者
に
つ
い
て
は
、別
途
「
基
礎
届
書
」

を
送
付
し
ま
す
。
先
に
届
い
た「
基
礎
届
書
」

に
は
追
記
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
遡
っ
て
所
属
学
校
を
変
更
し
た
と
き

５
月
31
日
以
前
に
遡
っ
て
所
属
学
校
の
変

更
を
し
た
と
き
は
、
前
任
校
の
加
入
者
番
号

で
も
内
容
を
確
認
で
き
る
た
め
、
改
め
て
後

任
校
に
「
基
礎
届
書
」
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

そ
の
ま
ま
前
任
校
か
ら
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

遡
っ
て
ベ
ー
ス
改
定
（
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
等
）
を
し
た
と
き

①
６
月
ま
で
に
差
額
を
支
給
し
た
と
き

改
定
後
の
報
酬
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

②
７
月
以
降
に
差
額
を
支
給
す
る
と
き

改
定
前
の
報
酬
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

年
平
均
額
に
よ
る
保
険
者
決
定

（
定
時
決
定
）
を
希
望
す
る
と
き

①
通
常
の
手
続
き

報
酬
月
額
及
び
平
均
額
を
す
べ
て
記
入
し

た
う
え
で
、
該
当
す
る
項
目
「
５

年
平
均

希
望
者
」を
〇
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

添
付
書
類
と
し
て
「
申
立
書
DL
」
及
び
「
同

意
書
DL
」
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
基
礎
届
書
」
の
み
提
出
し
た
場

合
は
、
通
常
の
定
時
決
定
と
し
て
、
報
告
さ

れ
た
４
月
〜
６
月
の
平
均
額
で
決
定
し
ま
す
。

②
７
月
改
定
に
該
当
す
る
場
合
の
手
続
き

４
月
か
ら
固
定
的
給
与
の
変
動
等
が
あ

り
、
随
時
改
定
（
７
月
改
定
）
に
該
当
す
る

場
合
は
、
随
時
改
定
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、

年
平
均
額
に
よ
る
保
険
者
決
定
は
不
該
当
と

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、「
標
準
報
酬
月

額
改
定
届
書
DL
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
７
月
改
定
に
該
当
す
る
人
で
、

年
平
均
額
に
よ
る
随
時
改
定
を
希
望
し
、
当

該
方
法
で
算
出
し
た
結
果
、
年
間
平
均
額
が

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
等
級
と
同
等
級
又
は

基
礎
届
書
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

標
準
報
酬
月
額
の
定
時
決
定
（
注
意
事
項
）業

務
部

資
格
課

下
回
る
こ
と
か
ら
当
該
改
定
を
行
わ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
定
時
決
定
に
お
い
て
、
年

平
均
額
に
よ
る
保
険
者
決
定
と
し
て
「
基
礎

届
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
基
礎
届
書
」

と
併
せ
て
提
出
す
る
「
同
意
書
」
の
備
考
欄

に
「
７
月
改
定
に
お
い
て
年
平
均
に
よ
る
保

険
者
決
定
を
希
望
し
た
が
、
算
出
結
果
が
従

前
と
同
等
級
の
（
又
は
下
回
る
）
た
め
、
随

時
改
定
不
該
当
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

「
基
礎
届
書
」
の
提
出
後
に
報
酬
月
額

を
訂
正
す
る
と
き

①
報
酬
月
額
の
記
載
誤
り
が
判
明
し
た
と
き

誤
っ
て
記
入
し
た
加
入
者
分
の
み
「
基
礎

届
書
」
を
作
成
し
、
訂
正
理
由
を
記
入
し
た

文
書
（
任
意
の
書
式
）
を
添
え
て
８
月
８
日

（
金
）【
必
着
】ま
で
に
再
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式

用
紙
等
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
か
ら
白
紙
の
「
基

礎
届
書
」
を
印
刷
し
、
上
部
の
余
白
に
「
訂

正
分
」と
朱
書
き
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
①
の
期
限
（
８
月
８
日
）
後
に
報
酬
月

額
の
記
載
誤
り
が
判
明
し
た
と
き

「
報
酬
月
額
訂
正
申
出
書
DL
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

注

電
子
媒
体
で
報
告
し
た
「
基
礎
届
書
」

の
報
酬
訂
正
も
前
述
の
①
②
の
と
お
り
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
電
子
媒
体

で
の
再
提
出
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
注
意
事
項

①
「
基
礎
届
書
」
の
提
出
期
限
は
、
７
月
10

日
（
木
）
で
す
。
未
提
出
の
場
合
は
、
至

急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
方
法
等
の

詳
細
は
、
通
知
文
や
私
学
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済
事
業
の
ご
案
内
▼
お

知
ら
せ
一
覧
〕
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

②
固
定
的
給
与
に
変
動
が
あ
り
、
標
準
報
酬

月
額
が
２
等
級
以
上
増
減
し
た
と
き
は
、

別
途
「
標
準
報
酬
月
額
改
定
届
書
DL
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
７
月
の
随
時
改
定
と
し
て
届
け
出
た
が
改

定
不
該
当
で
あ
っ
た
場
合
や
、
７
月
改
定

の
取
り
消
し
を
し
た
場
合
は
、改
め
て「
基

礎
届
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
前
述
の
「『
基
礎
届
書
』
の

提
出
後
に
報
酬
月
額
を
訂
正
す
る
と
き
」

と
同
様
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
「
基
礎
届
書
」の
印
字
内
容
に
誤
り
が
あ
っ

て
も
、
訂
正
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
氏
名

等
の
訂
正
が
必
要
な
場
合
は
「
加
入
者
異

動
報
告
書
DL
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
75
歳
以
上
の
在
職
者
も
年
金
の
在
職
支
給

額
の
計
算
に
標
準
報
酬
月
額
が
必
要
と
な

る
た
め「
基
礎
届
書
」の
提
出
は
必
要
で
す
。

確
認
通
知
書
の
送
付

「
基
礎
届
書
」
に
基
づ
き
決
定
し
た
標
準

報
酬
月
額
に
か
か
る
確
認
通
知
書
は
、
９
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
こ
の
標
準
報
酬
月
額

は
、
９
月
分
掛
金
等
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

確
認
通
知
書
は
、
学
校
法
人
等
用
と
加
入

者
用
が
あ
り
ま
す
。
加
入
者
用
は
必
ず
加
入

者
へ
配
付
し
、
双
方
で
報
告
内
容
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
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共
済
業
務

ઃࢪ業ஂのӦ॓ധࣄֶࢲ
　私学事業団の全国16か所の宿泊施設（ガーデンパレス８か所、宿泊所・保養所８か所）は、宿泊や会食（慶事や法宴など）
をはじめとするプライベートでのご利用はもちろん、宴集会室を利用した学校行事など、多目的にご利用いただけます。
　詳しくは、各宿泊施設にお問い合わせください。

宿…宿泊　　婚…婚礼　　宴…宴会　　会…会議

宿泊・婚礼・宴会・会議など多目的にご利用いただけます

札幌ガーデンパレス 宿 婚 宴 会
〒060-0001　札幌市中央区北1条西6-3-1
☎ 011（261）5311（代表）　https://www.hotelgp-sapporo.com/

仙台ガーデンパレス 宿 宴 会
〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡4-1-5
☎ 022（299）6211（代表）　https://www.hotelgp-sendai.com/

東京ガーデンパレス 宿 宴 会
〒113-0034　東京都文京区湯島1-7-5
☎ 03（3813）6211（代表）　https://www.hotelgp-tokyo.com/

名古屋ガーデンパレス 宿 宴 会
〒460-0003　名古屋市中区錦3-11-13
☎ 052（957）1022（代表）　https://www.hotelgp-nagoya.com/

京都ガーデンパレス 宿 婚 宴 会
〒602-0912　京都市上京区烏丸通下長者町上ル龍前町605番地
☎ 075（411）0111（代表）　https://www.hotelgp-kyoto.com/

大阪ガーデンパレス 宿 婚 宴 会
〒532-0004　大阪市淀川区西宮原1-3-35
☎ 06（6396）6211（代表）　https://www.hotelgp-osaka.com/

広島ガーデンパレス 宿 宴 会
〒732-0052　広島市東区光町1-15-21
☎ 082（262）1122（代表）　https://www.hotelgp-hiroshima.com/

福岡ガーデンパレス 宿 宴 会
〒810-0001　福岡市中央区天神4-8-15
☎ 092（713）1112（代表）　https://www.hotelgp-fukuoka.com/

湯河原「敷島館」（しきしまかん） 宿 宴
〒259-0314　神奈川県足柄下郡湯河原町宮上745
☎ 0465（63）3755

箱根「対岳荘」（たいがくそう） 宿 宴
〒250-0405　神奈川県足柄下郡箱根町大平台312
☎ 0460（82）2094

鎌倉「あじさい荘」 宿 宴
〒248-0021　神奈川県鎌倉市坂ノ下25-4
☎ 0467（22）3506

葉山「相洋閣」（そうようかく） 宿 宴 会
〒240-0116　神奈川県三浦郡葉山町下山ロ2040-1
☎ 046（875）7300

金沢「兼六荘」（けんろくそう） 宿 宴 会
〒920-0918　金沢市尾山町6-40
☎ 076（232）1239　https://www.kenrokusou.com/

志賀高原「やまゆり荘」 宿
〒381-0401　長野県下高井郡山ノ内町大字平穏7148
☎ 0269（34）2102

軽井沢「すずかる荘」 宿 会
〒389-0111　長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉3607
☎ 0267（45）7311

京都「白河院」（しらかわいん） 宿 宴
〒606-8333　京都市左京区岡崎法勝寺町16
☎ 075（761）0201

　�宿泊予約等については、各施設へ直接お電話していただくか、ガーデンパレスのホームページ又は私学共済ホームページ〔私学共済事業の
ご案内▶福祉事業▶しがくのやど〕を利用してください。

ガーデンパレスグループ
HOTEL, BANQUET & RESTAURANT

https://www.hotelgp.jp/

しがくのやど 検索

宿泊所・保養所のホームページは以下からご覧ください。

https://www.pmac.shigaku.go.jp/
annai/fukushi/yado/index.html



共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者等記号・
番号が確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

２日（水） 貸付  送金

６日（日） 貸付  ６月分定期償還期限

10日（木）
資格  「標準報酬基礎届書」提出期限
貯金  払込期限（必着）

15日（火） 貸付 ８月４日送金申し込み・任意償還申出締め切り

22日（火）
短期「高齢受給者基準収入額適用申請書」提出期限
貯金  送金　
貸付  送金

25日（金）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り
共済定期保険 口座・住所変更申し出締め切り

28日（月）
掛金等  ６月調定口座振替（自振校のみ）
貸付 ７月分定期償還口座振替（自振校のみ）

31日（木）
掛金等  ６月調定納期限
貸付  ８月22日送金申し込み締め切り

月の共済業務スケジュール7

４日（月） 貸付  送金

６日（水） 貸付  ７月分定期償還期限

８日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（金） 貸付 ９月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール8

高齢受給者基準収入額適用申請書の提出

　70歳以上の高齢受給者が医療機関等で受診する際の一
部負担金は、標準報酬月額が28万円以上の場合は３割負
担となります。ただし、３割負担の人の年収が高齢受給
者基準収入額適用の条件に該当する場合は、申請により
２割負担となります（令和８年８月末日まで有効）。
　６月１日現在、申請により２割負担となっている人を
対象に、「高齢受給者基準収入額適用申請書」を６月中
旬に学校法人等宛てに送付しました。
　引き続き該当する場合は、令和６年分の収入額が確認
できる「令和７年度課税証明書」を必ず添付し、７月
22日（火）【必着】までに提出してください。新たな高齢
受給者証の発効日は９月１日となります。
　なお、高齢受給者基準収入額適用の条件に該当しない
場合は、提出の必要はありません。

【業務部　短期給付課】

「給付金等送金記録のお知らせ」を
送付します

　令和７年１月～６月に学校法人等を通して送金した短
期給付金等の記録をまとめたお知らせを、７月下旬に加
入者の住所宛てに送付します。
　加入者の住所は、学校法人等を通して私学事業団に届
け出を行うことになっています。例年、宛て先不明等に
より返戻されることが多いため、加入者の住所に変更等
があった場合は、「加入者異動報告書DL」により届け出
をしてください。

【業務部　短期給付課】

共済定期保険の配当金を送金しました

　令和６年度の収支決算の結果、剰余金が生じたため、
６年10月１日現在加入している加入者又は学校法人等に
対する配当金を、６月26日（木）に保険料振替口座に送金
しました。
　配当率は、家族年金コース、学校加入コースが 49.72％、
医療保障コースが 48.92％です。

【福祉部　貯金・貸付課】

「事務の手引」　令和７年版の発行及び
ペーパーレス化

　「事務の手引」令和７年版を７月中旬に学校法人等宛
てに送付します。また、私学共済ホームページ〔私学共
済事業のご案内▶刊行物▶事務担当者向け刊行物〕にＰ
ＤＦ版を掲載します。
なお、私学共済ホームページのリニューアルによって
事務担当者向けの刊行物ＰＤＦ版をどなたでも閲覧可能
な環境が整ったことから「事務の手引」は８年版より段
階的にペーパーレス化を推進します。
　デジタル媒体の利用に関して制限が設けられている等
の事情に限り、８年度も継続して冊子を送付します。希
望する場合は、お手数ですが私学共済ホームページ〔様
式用紙等ダウンロード〕から「事務の手引送付申込書DL」
をダウンロードし、必要事項を記入のうえ広報班宛てに
郵送してください。

【広報相談センター　広報班】

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.pmac.shigaku.go.jp/（私学共済ホームページ）
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INFORMAT ION
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）

学校法人基礎調査（教育情報調査）
提出のお願い

●大学・短期大学・高等専門学校法人の皆様へ
　・提出内容：教育情報（調査票区分【910】）
　・提出期限：７月 31日（木）
　提出期限までに内容をご確認いただき、修正の有無に
かかわらず、必ず「全データ更新提出」をお願いします
（「概要・納付金データ更新提出」ではありませんのでご
注意ください）。
　提出方法については、令和７年度学校法人基礎調査票
ｅ－マネージャ『操作マニュアル・入力要領』（教育情
報調査【910】）の 44 ～ 52 頁を参照してください。
※ システムメンテナンス等によりｅ－マネージャを休止
する場合は、別途学校法人ポータルサイトにてお知ら
せします。

〔記載事項追加のお願い〕
　「教学マネジメント指針（令和２年１月中央教育審議
会大学分科会）」で示されている学修成果や教育成果に
関する情報について、国公私立共通の取り組みとして、
今年度以降、記載の追加を行うことになりました。
　追加事項ならびに入力方法については、令和７年度学
校法人基礎調査票ｅ－マネージャ『操作マニュアル・入
力要領』（教育情報調査【910】）の２～４頁を参照して
ください。ご理解ご協力をお願いいたします。

【私学経営情報センター　私学情報室】
☎ 03（3230）7852・7853
Ｅメール　portrait@shigaku.go.jp

私学振興事業本部
〒102 - 8145
東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務
学校法人基礎調査（都道府県知事所轄
学校法人）提出のお願い

●�高等学校・中等教育学校・中学校・義務教育学校・小
学校法人の皆様へ
・提出内容： すべての調査票、「計算書類（写し）」、「独

立監査人の監査報告書（写し）」、「収益
事業の計算書類（写し）」（収益事業を行っ
ている場合）

　・提出期限：７月 31日（木）

【私学経営情報センター　私学情報室】
☎ 03（3230）7840～7844
Ｅメール　k-chousa@shigaku.go.jp

「特色ある教育·経営の取組みを行う
私立学校の事例集」をご活用ください

　私学事業団では、私立学校の教育改革及び経営改善に
向けた支援として、事例集をホームページで紹介してい
ます。
　特色ある教育や経営を行う私立学校の実例をコンパク
トにまとめていますので、各学校法人で改革を実施する
際の参考としてご活用ください。

私学事業団ホームページ〔助成業務のご案内▶経営支援・
情報提供▶「特色ある教育・経営の取組みを行う私立学
校の事例集」〕

【私学経営情報センター　私学情報室】
☎ 03（3230）7849～7851
Ｅメール　center@shigaku.go.jp

委員就退任のお知らせ
◆共済運営委員会委員
　令和７年５月31日付
　　退　　任� 加倉井　祐　介

平　方　邦　行

　令和７年６月１日付
　　新　　任� 井　上　　　直

松　村　綾　子

訃　報
　本事業団坂本篤裕理事（非常勤・学校法人日本医科大学前理事長）が令和７年４月11日に逝去されました。坂本理事に
は、令和６年１月より本事業団の運営・活動にご尽力いただきました。
　生前のご厚誼に深く感謝し、心よりご冥福をお祈りいたします。

　なお、以下の委員がご逝去されたことをお知らせします。
坂　本　純　一　（令和７年３月）
和　泉　　　巧　（令和７年５月）

　在任中のご尽力に感謝申し上げますとともに、心よりご冥福をお祈りいたします。
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編集・発行　�日本私立学校振興・共済事業団

〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）7810・7811（企画室）　　　　　（禁無断転載）

校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？
ʢۀସ͑事ͯݐઃさΕͨ校ࣷ・Ԃࣷのݐ४でجچ
վஙʣ、ࡂʢʣػڧԽのิॿۚରͱͳͬ
ͨվम事ۀʢվमʣ、ٴͼࢦఆආॴࢪઃ等のඋ
事ۀに、ࢲ学事ஂۀの༥ࢿをごར用いͨだくͱ、Ұఆの
ཁ݅をຬͨͨ͠߹、ࠃのརࢠॿがड͚ΒΕ·͢。
རࢠॿはೋͭのύλʔϯが͋Γ·͢。

ԽҎ֎の校ࣷ、ԂࣷͳͲのݐஙのߪ入、ثػ
උのߪ入ͳͲも༥ࢿのରͱͳΓ·͢。ࢪઃઃඋの
උܭըの際にͥͻ事ۚࢿஂۀの׆用をごݕ౼ください。

※�事業を行う学校の種類や事業内容等により、利子助成の対象になるか、
またどちらのパターンになるかが決まります。

※�融資金利が0.5％以下の場合、パターン①の４年目以降、パターン②の
全借入期間の利子助成は行われません。

※�利子助成率の上限は大学等2.1％、高校・幼稚園等1.6％、専門学校・各種
学校は0.5％です。

˙ओͳۀࣄͱ༥ۚࢿརʢྩ݄̓̒ࡏݱʣ

ओͳ事ۀ༰
ฦࡁ期ؒʢਾஔؚΉʣ

��Ҏ ��Ҏ ��Ҏ ̒Ҏ

校ʢԂʣࣷ ͳͲの
ங・用औಘݐ

年％ 年％ 年％ 年％

2.80 2.30 1.50 1.40
ͳͲのࣷ॓د
ங・用औಘݐ 2.90 2.40 1.60 ―

Ԃόεඋ
ͳͲのߪ入 ― ― 1.50

（5.5年以内）

1.20
※�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、原則として融資契約額が10億円
以上の場合にご利用いただけます。
※�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

問い合わせ先（私学振興事業本部）

༥ࢿ෦༥ࢿ՝ɹὸ��ʢ����ʣ����ɾ����ɺ����ʙ����
̚ϝʔϧçZVTIJ!TIJHBLV�HP�KQ

詳しくは私学事業団ホームページをご覧ください。
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm融資事業のご案内

宿泊施設のご案内 私学事業団では、全国16か所の宿泊施設を運営しております。
詳しくはホームページを確認してください。

１泊２食（１名様）
14,000円・15,100円・16,300円
औѻظ ɿؒ通（࢝・ൟظΛআ͖·͢）
・༦৯の内༰ʹΑΓྉ金͕ҟͳΓ·͢。
・ே৯はఆ৯Λご༻ҙ͠·͢。
・京都市宿泊੫200円ΛؚΈ·͢。

本格京会席コース

夜の庭園風景

〒606-8333　京都市左京区岡崎法勝寺町16　☎075（761）0201
JR「京都」駅前市バスターミナルＡ-１番乗り場、阪急「京都河原町」駅・京阪「三条」駅
から市バス５号系統「銀閣寺・岩倉」行きバスで「岡崎法勝寺町」下車、すぐ前

宿泊プランは夕食のグレードにより３種類ご用意しました。
繊細な京料理の数々を京都市指定名勝の庭園風景とともにお楽しみください。

京　都 白
しら

河
かわ

院
いん

仙台名物「牛たん堪能プラン」
夕食はホテルから徒歩１分の「牛たん炭焼　利久」でお召し上がりください。
「牛たん」メニューは「GP限定牛たん特別定食」又は「牛たん晩酌セット」
の２種類から選択可能です。
牛たん発祥の地でぜひ伝統の味をご堪能ください。
１泊２食（１名様） 15,000円～
औѻظ ɿؒ通（࢝Λআ͖·͢）
・ʮͨڇΜম　ར久ʯの༦৯は༧੍Ͱは Γ͋·ͤΜ。ࠞ ͕߹は͓ͪいͨだく࣌ࡶ Γ͋·͢。
・ே৯はホςルʹͯόΠΩϯάελΠルͰご༻ҙ͠·͢。

˟��������ɹઋٶࢢ۠ᒙԬ�����ɹὸ���ʢ���ʣ����ʢදʣ
JR「仙台」駅（東口）から徒歩３分。地下鉄東西線「宮城野通」駅（北１出口）から徒歩１分
https://www.hotelgp-sendai.com/

牛たん（イメージ）




